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2015年9月にサンクトペテルブルグの東洋写本研究所へ、江口ほか、駒走昭二（神奈川大学）、
久保薗愛（愛知県立大学）、ヴィクトリア・カシノワ（サンクトペテルブルグ大学東洋学科学生、
通訳）で訪問した。その経緯、詳細についてはいずれ述べる機会があればと思う。以下の写真
は東洋写本研究所の外観である。エルミタージュの裏に位置し、ネヴァ川に面しており、もと
もと貴族の邸宅だったそうで、壮麗である。
『レクシコン』は縦33.7センチ、横19.7センチ。ペトロワ1962の写真版から想像されるものよ
りもはるかに大きなサイズである。以下は真面目に熱心なふりをする筆者、右側に広げている
のが『レクシコン』実物である。大きさがわかると思う。室内の写真ならば良いということで、
許可をいただいて撮影した。
江　口　泰　生
Ａ．タタリノフ『レクシコン』注釈 6（О〜Ｐ）
（2015.9　撮影）
（2015.9　撮影）
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ペトロワ1962では画質が粗いが、実物は極めて鮮明であり、小さな文字までよく読める。
江口泰生2014.12旧稿（Ａ．タタリノフ『レクシコン』注釈１）で33の注釈として「「мйнзу」の２文
字目は「у」の上から「й」を書く。また、ズに前鼻音があると思われる。」と書いたが、実際には
「мйзу」の「й」の上から「ï」（あるいは「й」）を書き、その上の二点（あるいはй文字の上部分の∪）
を「н」に見誤っていることがわかった。したがって、「ズに前鼻音があると思われる」と書いたが、
この文字からはそのようには言えないということになる。謹んで訂正したい。
さらにペトロワ1962の通し番号で18ｂ、実際には19枚目の表、つまりペトロワ1962は裏
ページをa、表ページをbとしたことになるが、その18ｂ中位にシミがあり、文字が見えないが、
実物では文字ははっきりと「фнено　фашра　ひねのはしら」と読める。
もっとも問題になりそうなのが次例である。047bに「ласковый　прйвед　ствуеть」（親切な人
は喜びむかえます）というロシア語例文がある。訳はここでは村山1965：197を踏襲している。
村山1965ではこの例文の翻訳のキリル文字日本語の冒頭を「mзga∫i」（ムﾟズﾟガシ）と読んでい
る。それを受けたと思われるが、『日本方言大辞典』に「むつかしー…（中略）…④利口だ。悪賢い。
※下北051　⑤親切。※下北051」とある。051は『日本方言大辞典』における『レクシコン』の略
号で、「「むつかしい」という語は下北方言資料である『レクシコン』では「④利口だ」「⑤親切」の
意味の用例がある」という記述がなされていることになる。
『レクシコン』022aに「мудрость　хитрость」（賢明　利口さ）というロシア語に「музгашй　む
つかし」（ムズﾟガシ）が当てられているので、『日本方言大辞典』の④「利口だ。悪賢い」は確例
があり、妥当だと思う。しかし⑤「親切」が村山1965を受けて成されたものであるとすると、
問題である。実際をみると、冒頭は「м」にもみえるが、「м」の上から「н」を上書きしているよう
なのである。読むとすれば「назгашй　втони　〜юйгодо　шимасъ（ナズﾟガシ　フﾟトニ　ヨイゴ
ド　シマスﾟ）と書いてあるように思う。村山1965には当該箇所を含む写真があるので確認し
てほしいが、少なくとも二文字目は「а」であり、「ムﾟズﾟガシ」の「ムﾟ」とは読めないと思う。し
たがって『日本方言大辞典』の「むつかしー……⑤親切」の項目は削り、新たに「なつかしい＝優
しい。親しみやすい。※下北051」というような一条を加えるべきだと思うのである。
『レクシコン』注釈（О〜Р）
【О】
601 026b
онь （彼） анов´то あのひто アノフﾟト（あの人）
＊「と」にロシア文字があててある。
602 026b оне （彼に） анашунй あなしやうに（ママ） アナシュニ（あの衆に）
603 026b
о＼б／разъ　
　　подобiе （肖像画） емъма ゑんま エムﾟマ（閻魔）
＊村山1965では欠。マ行の前の撥音が[ｍ]実現していたと思われる。
604 026b отецъ （父） оя＼д／жй をやち オヤヂ（親父）
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605 026b
отечество （祖国　母国　生国） мембонйнъ めむほにん メムﾟボニン（名簿人）
＊ロシア語の同一語源「отеческйи」（父親としての　父祖伝来の）からみて戸籍上（名簿）の父方や本家の意味か。
　「名簿」を「メンボ」とするのは「内儀」（ナイギ）を「ナンギ」とするのと同様であろう。江口2014近代語研究
会発表要旨参照や江口2014「А.タタリノフ『レクシコン』注釈１（А〜Б）」（『岡山大学文学部紀要』62）参照。
606 026b
очй；г´лаза （目；視線） манагу まなく マナグ（眼）
＊語末のオ段がウ段に狭まっている。佐藤『南部のことば』にも「まなこ[まなぐ−目]」とある。
607 026b
очевид´ный （目撃した） манагуно　мима＼с／ まなくのみます
マナグノミマス（ﾟ眼の見
ます）
＊ロシア語は現代では「明瞭な」「明白な」意であるが、古い意味を採用する。
608 026b очкй （眼鏡） мегане めかね メガネ（眼鏡）
609 027a
оклака（ママ） （雲） кмо くも クﾟモ（雲）
＊ロシア語「облака」参照。
610 027a о＼б／лачно （曇った） кумай　кмо くまい　くも クマイ　クﾟモ（小まい雲）
611 027a остъ　востокъ （東） фйгашй ひかし フィガシ（東）
612 027a ос´тровъ （小島） шъма しま シﾟマ（島）
613 027a ос´тровокъ （島） чйсай　шйма ちさい　しま チサイ　シマ（小さい島）
614 027a охот´нйкъ （ 猟 師　 志 願者） фошйгару　вто
ほしかる　ひ
と
フォシガル　フﾟト（欲し
がる人）
615 027a отънялъ （奪い取る） тоцкаимашта（ママ） とつかまいました
トツﾟカイマシﾟタ（と捕
まえました）
616 027a о＼т／ними （連れ去れ） тоцкамайде　iсашаре とつかまイていさしやれ
トツﾟカマイデ　イサ
シャレ（とっ捕まえてい
さしゃれ）
617 027a о＼т／куль　 （そこから） док´кара とから ドッカラ（何処から）
618 027a
о＼т／сель （ここから） ачкара あちから アチﾟカラ（あっちから）
＊村山1965脚注では「ロシア語は「こちらから」とある」とする。
619 027a о＼т／туль （こちらから） кочкара こちから コチﾟカラ（こっちから）
620 027a о＼т／сель （切り離す） кйрймашта きりました キリマシﾟタ（切りました）
621 027a о＼т／секй （切り離せ） кйрасшаре きらすしやれ キラスﾟシャレ（切らっしゃれ）
622 027a
о＼т／сталь （遅れる） ногорймаппта　　　　（ﾏﾏ） のこりました
ノゴリマシﾟタ（残りまし
た）
＊キリル文字日本語の「пп」は不審。「ш」とあるべきか。
623 027a о＼т／перъ （開錠する） аге　машта あけました アゲマシﾟタ（開けました）
624 027b о＼т／опрй （開錠しろ） агесашаре あけさしやれ アゲサシャレ（開けさしゃれ）
625 027b о＼т／пйрается （しらを切る） сътемушранто　юймасъ
すてむ　しら
んと　ゆいま
す
スﾟテム　シﾟラント　ユ
イマス（ﾟしても知らんと
言います）
626 027b
оз´нобйлъся （ 凍 傷 に か かる） нагарймашта なかりました
ナガリマシﾟタ（流れまし
た）
＊ロシア語は「ознобить」（凍傷になる）参照。
　『日本方言大辞典』では「ながれる（流）③傷になる。陸奥下北＊051」と本例を挙げる。しかしロシア語とや
や遠い。実際は傷一般ではなく、「凍傷」になることをいうのではなかろうか。凍傷になると組織が壊死して
損壊する。組織が崩れていく様子を「流れる」と表現したのではなかろうか。『環海異聞』巻三に「寒気に傷ら
れ足凍へ腐こみ候…」とあり、凍傷によって足が腐っていくことが書いてある。
627 027b о＼б／мочй （濡らせ） норесашаре のれさしやれ ノレサシャレ（濡れさしゃれ）
628 027b о＼т／куль　　　прйшель
（どこから来た
のか） до＼к／кара　кимашта
とから　きま
した
ドッカラ　キマシﾟタ（何
処から来ました）
629 027b
охлупень （横棟） касаги かさき カサギ（笠木）
＊村山1965ではロシア語「охлупъ」（棟）と同語であろうとする。『日本方言大辞典』ではカサギ（笠木）で織り
機の横木。
630 027b ослопъ；стягъ （こん棒；てこ）тего てこ テゴ（梃子）
631 027b омуль （ シ ロ マ ス 科オームリ） нйшйнъ にしん ニシン（鰊）
632 027b отод´раль （剥ぎ取る） сагймашта ひらがな日本語なし
サギマシﾟタ（裂きまし
た）
633 027b
оконйца （窓） ч〜юожй ちやうをち チョオジ（障子）
＊ショ→チョについて。漢語において語頭摩擦音に破裂要素が加わることがあったかもしれない。ジシャク
→ギシャク（磁石）、スウジ→ツウギ（数字）、ジュッシ→ヂシ（十死）の例もある。
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634 027b
окошко （窓枠） ренъжй ひらがな日本語なし レニﾟジ（櫺子）
＊ロシア語は「оконница」（窓枠）参照。
635 027b околь （帽子などの周囲のふち縁） мавашй まわし マワシ（回し）
636 027b
окортомйль （賃貸した） キリル文字日本語なし ひらがな日本語なし
＊このロシア語はよくわからない。ロシア語「кортома」が「賃貸料」なので、これに接頭辞「о」がついた、動詞
の過去形ではなかろうか。
637 027b о＼т／казаль （拒否された） найдо　юймасъ なイと　ゆイます
ナイド　ユイマス（ﾟ無い
と言います）
638 028a о＼т／ветс´твую （責任がある） канъжйште　iмасъ かんちして　イます
カンジシﾟテ　イマスﾟ
（関知しています）
639 028a
опрокйнуль
（非難した）（転
覆した　そっ
くり返った）
фуеймашта ふ江イました フイェイマシﾟタ（ふえいました[へ　いました]）
＊村山1965では「fujeima〇ta」と転写する。〇印に∫を入れる予定が校正で漏れたのであろう。
　見出しロシア語は「опрокинуть」参照。この単語にはいろいろの意味があるが、この場合、「非難する」「中
傷する」の意味であろう。
　日本語のほうは、『日本方言大辞典』に「言うことを卑しめて言う語。また、うそをつく。……《へる》青森
県南部「そんなことをへるな」」とあるのに相当すると思う。古くは「とがめる」「非難する」「中傷する」のよ
うな意味であったと思われる。佐藤『南部のことば』の実際の活用が記されているのを見ると、「へる」（ハ行
下一段）、「へえる」（ア行下一段）があったと考えられる。この項目の語形は「へえる」に対応したものと思わ
れる。
【П】
640 028a покой；　　горнйца
（部屋；古くは
上の間） зашйгй さしき ザシギ（座敷）
641 028a постоялой　домъ （宿泊の家） ядоно　iе やとの　イ江 ヤドノ　イエ（宿の家）
642 028a помошнйкъ （支援者） тезыдаи　вто てつたい　ひと
テズィダイ　フﾟト（手伝
い人）
643 028a
постойщйкъ （民宿へ宿泊する人） ядонй　iдо（ﾏﾏ）　вто
やとの　イと
（ﾏﾏ）　ひと
ヤドニ　イド　フﾟト（宿
に居る人）
＊語中ルがドになることがあったかもしれない。188も「古い」を「フドゥ」としている。
644 028a портной （仕立屋） штаденйнъ したてにん シﾟタデニン（仕立て人）
645 028b попъ；　　священнйкъ （僧；司祭） ошо；бозъ
をしやう　ほ
つ オショ　ボズ（和尚坊主）
646 028b попадья （司祭の妻） ошоном〜юбо をしやうの　みやうほ
オショノミョボ（和尚の
女房）
647 028b
поваръ （料理人） кайшйгй かいしき カイシギ（懐石）
＊村山1965脚注は「ロシア語のповаръ（料理人）をカイシギと訳すのは誤りであろう」とする。村山1965は日
本語をローマ字に転写し、abc順に配列した。村山1965では本項目の次行に「лопата（シャベル）カイシギ（掻
い鋤）」が位置しているので、それと並べたうえで、「料理人」を「カイシギ」（＝シャベル）とするのはおかし
いと考えたのではなかろうか。
　「カイシギ」は「掻い鋤」ではなく、「カイセキ」（懐石）と考えてみてはどうだろうか。意味的にも合うと思う。
『レクシコン』ではエ列がイ列に狭まる例がある。
648 028b полот´но （麻布　綿布） сарашй さらし サラシ（晒し）
649 028b поясь （ベルト） оби をひ オビ（帯）
650 028b
пошолъ （行った） iгймашйта（ママ） いきました イギマシタ（行きました）
＊ロシア語「пошелъ」参照。「マシタ」の「シ」に母音表記がある。
651 028b подй （行け） iгас´шаре いかすしやれ イガスﾟシャレ（行かっしゃれ）
652 028b пос´той （しばらく立っていろ） тадесашаре たてさしやれ
タデサシャレ（立てさ
しゃれ）
653 028b
по＼д／свешнйкъ （燭台　ロウソク立て） шогудай
ひらがな日本
語なし ショグダイ（燭台）
＊ロシア語「подсвечникъ」（燭台）参照。
654 028b поскорее （ な る べ く 早く） фаягу；фаягу
はやく　はや
く
ファヤグ　ファヤグ（早
く早く）
655 028b потею （汗をかく） аше　тарймасъ あせ　たります
アシェ　タリマス（ﾟ汗垂
れます）
656 028b поть （汗） аше あせ アシェ（汗）
657 028b
поз´до （遅く） осогу をそく オソグ（遅く）
＊ロシア語「поздно」（遅く）参照。
658 028b пос´ле （後で　以後） ножйни のちに ノジニ（後に）
659 029a по＼л／день （ま昼） фйрума ひるま フィルマ（昼間）
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660 029a
по＼л／нощъ （夜半の） 〜юру　фамбунъ よ る　 は んふ ん゛
ヨル　ファムﾟブン（夜半
分）
＊マ行の前の撥音が[ｍ]で実現していたと思われる。
661 029a по＼л／часа （半時） фанъ　тогй はんとき ファン　トギ（半時）
662 029a по＼л／ года （半年） фан´не＼н／　фанъ はんねん　はん
ファンネン　ファン（半
年半）
663 029a
помагаю （助ける） тезыдай　шйма＼с／ てつたい　します
テズィダイ　シマス（ﾟ手
伝いします）
＊ロシア語は「помочь」（助ける）参照。
664 029a
половйна （半分） фамбунъ　фанъ はむふん　はん
ファムﾟブン　ファン（半
分半）
＊マ行の前の撥音が[ｍ]で実現していたと思われる。
665 029a
пополамъ （等分に　半分ずつに） фамбузузу はむふつつ
ファムﾟブズズ（半分ず
つ）
＊マ行の前の撥音が[ｍ]で実現していたと思われる。
666 029a
полмсца （半月） фанъ　зугй はんつき ファン　ズギ（半月）
＊ロシア語「полмесяца」参照。
667 029a
по＼л／тара　
мсца （一つ半の月） втозугй　фанъ
ひとつき　は
ん
フﾟトズギ　ファン（一月
半）
＊ロシア語「полтора」参照。ロシア語о→а
668 029a подносъ （盆） сагазгйдаи さかつきたい サガズﾟギダイ（杯台）
669 029a
подошвы （足の裏） тено あせのうら テノ（手の）
＊村山1965脚注では「подошвы「足の裏」にロシア字ではテコ、仮名書きでは「あせのうら」とある」とする。
村山説の問題は「テコ」とはどうしても読めないことである。３文字目はどのように見ても、кではなくнであ
り、テノと読むしかないのではなかろうか。
　次に「テノ」という語彙は見当たらないが、『日本方言大辞典』には「てのうち　わらじ用のつま掛け。山形
県米沢市」「てのうらがえし　わらじを履く時に付けるわら製の足先の覆い。山形県米沢市」がある。「足先」
「足裏」を「手のうち」「手のうら」と呼ぶことがあったらしい。「テノ」はこれらの短縮形ではなかろうか。
　参考となるのは21b「лапость」である。この語は「лапоть」（わらじ）と関係する単語と思われる。ペトロワ
1962では「足首」の意味で、シベリア方言とする。そこでも書いたように、この語は古語では「足の裏」の意
であり、事実、この語を「ашйно　ура」（アシノウラ　足の裏）と訳している。
670 029a
покрышка；
　　упокоюся
（覆い；
　　安息） яге やけ ヤゲ（屋根）
＊村山1965ではロシア語を「покрыша　упокоева」と転写するものの、意味には？を付し、訳していない。同
1965脚注には「安息する蔽われた場所であろう」とする。
　前者は「покрышка」（覆い）と関係するのではなかろうか。後者は「упокоение」（墓所　安息）と「упокоить」（安
息を与える　死ぬ）と関係するのではなかろうか。
　両者から考えて「墓（の覆い）」を指すと思われる。『野辺地方言集』で「ヤケ（屋根）」という語がある。ロシア
語の「覆い」と一致するのでこれと関係するのではなかろうか。
671 029a портретъ （肖像画） эзу ゑつ（ﾏﾏ） イェズ（絵図）
672 029a поскотйна （牧場） мая まや マヤ（馬屋あるいは牧）
673 029b пйшу （書く） кагймасъ かきます カギマス（ﾟ書きます）
674 029b пйсаль （書いた） кагймашта かきました カギマシﾟタ（書きました）
675 029b
пйвоварьня （ビール醸造所）нйгорйсаги　нирудого にこりさけ　にること（ﾏﾏ）
ニゴリサギ　ニルドゴ
（濁り酒煮る所）
＊ペトロワ1962では多くの単語を用いて一つの概念を表す例として指摘されている。
676 029b пйсарьня （書記所） моно　кагино　iе ものかきの　イ江
モノカギノイエ（物書き
の家）
677 029b
пйнаетъ （蹴る） кемасъ けます ケマス（ﾟ蹴ます）
＊ロシア語「пинать」（蹴る）参照。
678 029b пйръ （宴会） фурумай ふるまイ フルマイ（振る舞い）
679 029b пйруютъ （宴会する） фурумай　шйма＼с／ ふるまイ　します
フルマイ　シマス（ﾟ振る
舞いします）
680 029b
подаютъ （差し出す） шйнжймасъ しんちます シンジマス（ﾟ進じます）
＊ロシア語「подать」（差し出す）参照。
681 029b
падаю （落ちる　倒れる　転覆する） окайрймасъ をかイります
オカイリマス（ﾟおっ返り
ます）
＊ロシア語「падать」（落ちる）参照。37bにもオカエリマスという語形がある。『日本方言大辞典』にも本例が
採用されている。２拍目「カ」が清音なので、直前が促音相当だったと思われる。
682 029b
　+момогаю （手助けする） тезыдай　iдашмасъ てつたい　イたします
テズィダイ　イダシﾟマ
ス（ﾟ手伝いいたします）
＊＋印がある。間違いの箇所に付されることが多い。ここも綴りが間違っていることを示すか。
　ロシア語は「помогаю」（手伝う）参照。
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683 029b пор´ты （ズボン） втое　момофiги ひと江　ももひき
フﾟトエ　モモフィギ（一
重股引）
684 029b
порука （保証） угенинъ うけにん ウゲニン（請け人）
＊『日本国語大辞典』によれば中央語でも「証人　保証人」を「請け人」と言っていた。
685 029b
по＼д／товарйны （はしけの荷物下敷き用材） фоде　мйзара ほて　みさら フォデ　ミザラ
＊ロシア語は「подтоварник」（はしけの荷物下敷き用材）参照。
　『日本方言大辞典』によれば東北で「ほて」は「側面」、「めざら」は「板でつくったすのこ」とある。これか。
686 029b печь （炉　暖炉　ストーブ） кама かま カマ（窯）
687 029b пепель （灰） агу あく アグ（灰汁）
688 030a перина （羽毛布団） скйбудонъ すきふとん スﾟキブドン（敷布団）
689 030a подушкй （枕） магура まくら マグラ（枕）
690 030a перьстень （宝石入りの指輪） фанъ はん ファン（判）
691 030a
печать （印） iмбанъ イむはん イムﾟバン（印判）
＊マ行の前の撥音が[ｍ]で実現していたと思われる。
692 030a пена （泡） ава あわ アワ（泡）
693 030a песокъ （砂） сна すな スﾟナ（砂）
694 030a пешкомъ　хожу （徒歩で行く） кажйде　арйгима＼с／ かちて　ありきます
カジデ　アリギマス（ﾟ徒
歩で歩きます）
695 030a перево＼д／чйкь （翻訳者　通訳官） цы＼д／ зы（ﾏﾏ） つち ツィヂィ（通事）
696 030a
переплヤチ＼д／чикъ （製本工） тожйру　вто とちる　ひと トジル　フﾟト（綴じる人）
＊ロシア語は「переплётчик」参照。
697 030a перевозь （輸送） фне　вадашй ひね　わたし フﾟネ　ワダシ（舟渡し）
698 030a пер´сты （指） юбй ゆひ ユビ（指）
699 030a перестань （話すのをやめろ） дама＼т／те　сашаре
たまて　さし
やれ
ダ マ ッ テ　 サ シ ャ レ
（黙ってさしゃれ）
700 030a переменйсь （変われ） каварасшаре かわらすしやれ（ﾏﾏ）
カワラスﾟシャレ（変わ
らっしゃれ）
701 030a переменй＼т／ся （変わる） каварймашта かわりました カワリマシﾟタ（変わりました）
702 030b
пур´га （ 猛 吹 雪　 雪嵐） цугугуру　ка＼д／же
つくくる　か
せ゛
ツググル　カヂェ（つ潜
る　風）
＊日本語「ツググル」は『日本方言大辞典』の「つっくぐる　潜り込む」と同じで、ツが接頭辞、「クグル」が「潜る」
意ではなかろうか。強風が積雪を舞い上げて、視界を閉ざす地吹雪のようなものを指すと思う。
703 030b
пугвйцы （ボタン） боданъ ほたん ボダン（ボタン）
＊ロシア語は「пуговицы」（ボタン）参照。
704 030b пухь （動物の翼　和毛） торйносу とりのす トリノス（鳥の巣）
705 030b пуля （弾丸） тама たま タマ（弾）
706 030b пу＼д／
（プード　ロシ
アの古い重量
単位）
в´то　пуду ひと　ふと フﾟト　プドゥ（１プード）
707 030b
пус´то （空虚な） юйда　[дого] いイた ユイダ[ドゴ]（行いた所）
＊「дого（ドゴ）」に[　]がつけられている。次項と同じ訳になっていることを嫌ったのであろう。
708 030b пустое　местω （何もない所） юида　тогоро イいた　ところ
ユイダ　トゴロ（行いた
所）
【Р】
709 031a
роща （広葉樹の小さな林） цубо つほ゛ ツボ（坪）
＊『日本方言大辞典』には1538頁「にわ（庭）」の言語地図がある。「植え込み　ツボ」が東北日本海側に広く分
布しているので、これと関係するか。
710 031a ротъ （口） квужй くち クゥジ（口）
711 031a
родаязычный （言葉の種類　上品な言葉）
〜юйгодо　сабиру よいこと　さひる
ヨイゴド　サビル（良い
事喋る）
＊ロシア語「родаязычный」は「рода＋язычный」（種類＋舌の）ととるか、「рода」の部分にо→аが生じている
と考えて「родо＋язычный」（家柄の良い＋舌の）ととるか。
　村山1965では「母語の」と訳すが、宛てられた日本語と遠い。宛てられた日本語からすると後者ではなか
ろうか。
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Ａ．タタリノフ『レクシコン』注釈 6（О〜Ｐ）（江口）
712 031a родйлся （生まれた） умаре　машта うまれ　ました
ウマレマシﾟタ（生まれま
した）
713 031a радость （喜び） 〜юрогобу よろこふ゛ ヨロゴブ（喜ぶ）
714 031a радуюсь （喜ぶ） 〜юрогобимасъ よろこひます ヨロゴビマス （ﾟ喜びます）
715 031a
радуга （虹） ножи のち ノジ（虹）
＊『日本方言大辞典』1790頁に「にじ（虹）」の言語地図がある。下北方言には「ノジ」がある。
716 031a
рацвело （咲く） сагймасъ さきます サギマス（ﾟ咲きます）
＊ロシア語「ра＋цвести」（前置詞＋咲く）参照。
717 031a
расветало （夜が明けた） 〜юа　агемашта よあ　あけました
ヨア　アゲマシﾟタ（夜明
　明けました）
＊ロシア語「ра＋светало」参照。
718 031a
разъспря；
　　несогласно
（いがみ合い　
内 紛　 紛 争；
不一致の）
キリル文字日本語なし ひらがな日本語なし
＊ロシア語は「распря」（いがみ合い）参照。
719 031a разговорю （会話する） сабйру さひる サビル（喋る）
720 031b
рас´та＼л／ся （突き離す　押しのける） ногорй　машта のこりました
ノゴリマシﾟタ（残りまし
た）
＊ロシア語は「растолкать」（突き離す）参照。а→о
721 031b река （川） кава かわ カワ（川）
722 031b речка （小川） чйсай　кава ちさい　かわ チサイ　カワ（小さい川）
723 031b река　　　большая （大きな河） окй　кава をき　かわ オキ　カワ（大っきい川）
724 031b река　　　быстрая （急な流れ） фаяй　кава はやい　かわ ファヤイ　カワ（早い川）
725 031b река　тйхайя （静かな川） шйзгано　кава しつかの　かわ
シズﾟガノ　カワ（静かの
川）
726 031b
рет´ка （大根） дайгонъ たイこん ダイゴン（大根）
＊ロシア語「редька」参照。
727 031b репа （蕪） кабу かふ カブ（蕪）
728 031b ремесленной （職人） ж〜юозынй　вто ちやうをつにひと
ジョオズィニ　フﾟト（上
手に人）
729 031b
репреманъ；
　　выговоръ
（叱責；発音　
叱責） сабиругодо さひること サビルゴド（喋る事）
＊ロシア語「реприманд」参照。
730 031b
реэстръ （登録） ч〜юωмъме ちやうをめ チョオムﾟメ（帳目）
＊ロシア語「реестръ」参照。マ行の前の撥音が[ｍ]で実現していたと思われる。
731 031b репортъ （レポート） кагй　огй かきおき カギオギ（書き置き）
732 032a редко （やや稀に） комай こまイ コマイ（小さい）
733 032a ручей （小川） шегй せき シェギ（堰き）
734 032a рублю （切断する） кйрймасъ きります キリマス（ﾟ切ります）
735 032a
рубошка （シャツ） джйбанъ ちたん（ﾏﾏ） ヂバン（襦袢）
＊ロシア語「рубашка」参照。ロシア語а→о。　堀季雄『浜荻』に「江戸にて　ぢばんを庄内にて　はだこ」と
ある。
736 032a рукавйцы （手袋） тембугуро てむふくろ テムﾟブグロ（手袋）
737 032a руда　золотая （ 金 を 含 む 鉱石） канено　чй かねの　ち カネノ　チ（金の地）
738 032a руда 　　серебренная
（ 銀 を 含 む 鉱
石） ги＼н／но　чй きんのち ギンノチ（銀の地）
739 032a руда　медная （ 銅 を 含 む 鉱石） аганено　чй あかねの　ち アガネノチ（赤銅の地）
740 032a рудопро　мышленникъ
（鉱石の採取業
者） кане　форй かね　ほり カネ　フォリ（金堀り）
741 032a руль （ 舵　 ハ ン ドル） томогай ともかイ トモガイ（艫櫂）
742 032a
ру＼ж／е （鉄砲） тепъпω てほ テプﾟポ（鉄砲）
＊ロシア語「ружьё」参照。
743 032a рука （手） те て テ（手）
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744 032a
правая （右） нигарй　те にかりて ニガリテ（右手）
＊「右」の意味で「ニガリ」という単語が『レクシコン』に２例掲載されている。青森県には「右」の意味で「ニギ
リ」「ミギリ」という語形がある。２例あることと類語形と連動していることから、下北方言ではニガリ（右）
という語形が存在したと思われる。ニガリ（右）-ヒダリ（左）という語彙体系をなしていた可能性が高い。
745 032b
рука　левая （左手） фударйте ふたりて フダリテ（左手）
＊ロシア語は「левый」（左の）参照。
746 032b ракъ （えび） кай；аваби かい；あわひ゛カイ　アワビ（貝　鮑）
747 032b
роковйна （貝殻） кайно　кара かいの　かわ（ﾏﾏ） カイノカラ（貝の殻）
＊ロシア語「раковина」参照。
748 032b рыба （魚） сагана さかな サガナ（魚）
749 032b ры＼б／я　iк´ра （魚卵） сагананоко さかなのこ サガナノコ（魚の子）
750 032b
рыбей　хвостъ （魚の尾） сагананошпа さ か な の しは゛
サガナノシﾟパ（魚の尻
尾）
＊『日本方言大辞典』には秋田に「しぱ」で「下の方」意があり、『野辺地方言集』には「シッペ　最後者」がある。
佐藤『南部のことば』に「しぱ・しぱこ[尻尾－びり・末席・末尾]」とある。
751 032b
ры＼б／ная　
　　　　сеть （魚の網） аме あめ アメ（網）
＊村山1965では「網」と訳す。おそらくロシア語を「сеть」（網）に同定したのであろう。原文は「а°ть」のよう
に見えるが、優れた読みだと思う。
752 032b рыбакъ （漁師） р〜юшй りやうし リョシ（漁師）
（つづく）
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